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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

２５０ 特定調達契約について一般競争入札により 環境管理課

落札者を決定した件

２５１ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

２５２ 同 同

２５３ 道路の供用を開始する件 同

２５４ 宅地造成等工事規制区域及び特定盛土等規 都市計画課

制区域を指定する件

２５５ 建築基準法の規定に基づく指定構造計算適 住宅課

合性判定機関から構造計算適合性判定の業

務を行う事務所の所在地の変更について届

出があった件

【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

２６ 政治資金規正法の規定に基づき届出のあっ

た政治団体の名称等を公表する件

２７ 政治資金規正法の規定に基づく政治団体の

届出事項の異動の届出があった件

２８ 政治資金規正法の規定に基づく政治団体の

解散の届出があった件



【人事委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

※ 給料の調整額に関する規則の一部を改正す

る規則

※ 管理職員等の範囲を定める規則の一部を改

正する規則



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
装
置

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
大
一
器
械

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
宮
三
四
〇

五

落
札
金
額

二
千
二
百
七
十
七
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
七
年
二
月
十
四
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
池
田
町
大
利
大
西
一

二
番
一
地
先
か
ら

旧

五
・
三
～
一
〇
・
五

七
〇
・
〇

０

同

一

４

大
利
辻

１

三
番
一
地
先
ま
で

同

新

一
一
・
一
～
一
七
・
八

七
〇
・
〇



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
池
田
町
白
地
井
ノ
久

保
一
六
〇
三
番
三
地
先
か
ら

旧

六
・
七
～
九
・
七

二
二
六
・
五

８

野
呂
内
三
縄

同

６２

停
車
場

一
六
〇
二
番
五
地
先
ま
で

同

新

八
・
〇
～
三
五
・
四

二
二
六
・
五



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
四
月
二
十
五
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
池
田
町
大
利
大
西
一
二
番

０

一
地
先
か
ら

４

大
利
辻

七
〇
・
〇

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

１

同

一
三
番

一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
を
次
の
と

お
り
指
定
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

二

指
定
年
月
日

令
和
七
年
五
月
一
日

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

一
般
財
団
法
人

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
九
番
地

二

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

変
更
前

事

務

所

所

在

地

大
阪
事
務
所

大
阪
市
中
央
区
南
本
町
一
丁
目
七
番
一
五
号

変
更
後

事

務

所

所

在

地

大
阪
事
務
所

大
阪
市
中
央
区
本
町
一
丁
目
四
番
八
号

三

変
更
す
る
日

令
和
七
年
四
月
三
十
日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

鳴
門
市
撫
養
町
小
桑
島
字
前
組

令

和

七

年

岡

香

名

芽

後

援

会

岡

香

名

芽

前

川

わ

か

な

一
三
二
岡
ビ
ル
一
一
号

三

月

十

三

日

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
幸
島

令

和

七

年

藍
住
町
の
未
来
を
考
え
る
会

富

田

浩

文

富

田

浩

文

一
三
〇－

一
県
営
団
地
三
一
四

三

月

二

十

一

日

令

和

七

年

わ

た

な

べ

芳

彦

後

援

会

孫

田

勤

甘

利

和

司

阿
南
市
橘
町
西
浜
六
〇
番
地

三

月

二

十

八

日

令

和

七

年

し

ば

た

倫

太

郎

後

援
会

柴

田

倫

太

郎

柴

田

美

恵

子

阿
南
市
上
中
町
岡
一
九
五

三

月

三

十

一

日

鳴
門
市
里
浦
町
里
浦
字
花
面

令

和

七

年

八

木

と

も

こ

後

援

会

井

坂

朋

美

村

上

東

男

三
一
九
番
地
一

三

月

三

十

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

徳

島

県

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

井

下

泰

憲

城

田

佳

治

武

川

文

枝

三

好

市

第

二

支

部

氏
名

三

月

十

八

日

自

由

民

主

党

徳

島

県

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
八
万
町
大
野
一
二
三－

一

令

和

七

年

福

山

博

史

徳
島
市
八
万
町
大
野
一
二
三－

一

徳
島
市
・
名
東
郡
第
六
支
部

所
在
地

二
階

三

月

二

十

一

日

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

自
由
民
主
党
丹
生
谷
支
部

杉

本

直

樹

焏

原

広

幸

野

村

英

史

氏
名

三

月

二

十

四

日

自

由

民

主

党

徳

島

県

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

木

下

賢

功

木

下

賢

功

大

子

陽

子

美
馬
市
・
美
馬
郡
第
一
支
部

氏
名

三

月

二

十

五

日

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

自
由
民
主
党
山
城
町
支
部

木

下

豊

幸

城

田

佳

治

橋

岡

勝

氏
名

三

月

二

十

七

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日



新

旧

代
表
者
の
氏
名

森

岡

宏

之

片

山

朗

令

和

七

年

幸
福
実
現
党
池
田
後
援
会

森

岡

宏

之

主
た
る
事
務
所
の

三
好
市
池
田
町
西
山
林

吉
野
川
市
川
島
町
川
島

二

月

十

九

日

所
在
地

三
五
七
六

六
六
六－

三

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

幸
福
実
現
党
徳
島
西
後
援
会

野

崎

善

弘

野

崎

善

弘

徳

原

鳳

乃

氏
名

三

月

五

日

会
計
責
任
者
の

久

保

孝

之

川

崎

ゆ

り

子

氏
名

令

和

七

年

上

田

公

司

後

援

会

松

本

聖

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
国
府
町
和
田
居
内

鳴
門
市
大
麻
町
大
谷
字
椢
原

三

月

十

三

日

所
在
地

一
四
四

一
七－

一

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

中

川

し

げ

ふ

み

後

援

会

中

川

重

文

廣

岡

一

利

勝

本

幹

雄

氏
名

三

月

十

四

日

主
た
る
事
務
所
の

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島

令

和

七

年

中

西

わ

た

る

後

援

会

中

西

渉

所
在
地

一
二
二
四
番
地
一

五
五
七
番
地
二

三

月

十

七

日

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

須

見

一

仁

後

援

会

須

見

一

仁

須

見

奈

月

小

澤

佳

映

氏
名

三

月

十

六

日

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

金

久

博

後

援

会

金

久

博

金

久

小

夜

子

金

久

健

治

氏
名

三

月

十

九

日

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
応
神
町
古
川
字
戎
子
野

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
ノ
須

令

和

七

年

藤

本

け

ん

い

ち

後

援

会

藤

本

健

一



所
在
地

八
九－

七

三
〇
番
地
一

三

月

二

十

一

日

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
八
万
町
大
野
一
二
三－

一

令

和

七

年

福

山

ひ

ろ

し

後

援

会

福

山

博

史

徳
島
市
八
万
町
大
野
一
二
三－

一

所
在
地

二
階

三

月

二

十

一

日

代
表
者
の
氏
名

木

下

賢

功

佐

藤

潔

令

和

七

年

木

下

た

か

の

り

後

援

会

木

下

賢

功

会
計
責
任
者
の

三

月

二

十

五

日

木

下

賢

功

津

川

政

稀

氏
名

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

橋

本

浩

志

後

援

会

橋

本

浩

志

橋

本

浩

志

山

本

賢

明

氏
名

三

月

二

十

七

日

会
計
責
任
者
の

令

和

七

年

岡

佑

樹

後

援

会

佐

野

雅

彦

山

本

正

行

酒

井

敏

光

氏
名

三

月

二

十

七

日

政
治
団
体
の
名
称

亀
井
伸
幸
後
援
会

亀
井
伸
幸
・
髙
木
健
多
後
援
会

令

和

七

年

亀

井

伸

幸

後

援

会

亀

井

伸

幸

主
た
る
事
務
所
の

那
賀
郡
那
賀
町
延
野
字
樫
王

那
賀
郡
那
賀
町
延
野
字
樫
王

三

月

二

十

八

日

所
在
地

一
六
番
地
一

一
六

政
治
団
体
の
名
称

徳
川
か
ず
ひ
ろ
後
援
会

徳
川
か
ず
ひ
ろ
後
援
会
事
務
所

令

和

七

年

徳

川

か

ず

ひ

ろ

後

援

会

徳

川

真

由

美

三

月

三

十

一

日

代
表
者
の
氏
名

徳

川

真

由

美

森

川

浩

志

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
佐
古
一
番
町
一
二
番

令

和

七

年

徳

島

市

を

良

く

す

る

会

山

口

隆

弘

徳
島
市
佐
古
一
番
町
七
○
三



所
在
地

七－

六
〇
八

三

月

三

十

一

日

主
た
る
事
務
所
の

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
出
原
字

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
折
宇
字

令

和

七

年

し

げ

り

ょ

う

か

後

援

会

重

陵

加

所
在
地

ナ
カ
ス
ジ
二
六
番
地

石
畳
一
二－

一

三

月

三

十

一

日

会
計
責
任
者
の

加

藤

弘

道

市

原

俊

明

氏
名

令

和

七

年

徳

島

県

商

工

政

治

連

盟

岡

本

富

治

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
佐
古
七
番
町
三
番

四

月

一

日

徳
島
市
国
府
町
日
開
二
六－

四

所
在
地

二
四
号



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

那

賀

町

を

育

む

会

宮

本

公

博

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日

小

松

島

を

元

気

に

す

る

会

今

治

清

孝

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日

佐

藤

絹

子

後

援

会

藤

村

松

男

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日

野

田

き

よ

ゆ

き

後

援

会

野

田

粋

之

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日

河

野

利

英

後

援

会

芝

髙

正

明

令

和

七

年

三

月

二

十

日

南

つ

ね

お

つ

る

ぎ

町

後

援

会

兼

西

茂

令

和
七
年
二
月

二
十
八
日

古

田

も

と

の

り

後

援

会

上

村

秀

明

令

和

七

年

三

月

一

日

祝

聡

後

援

会

祝

聡

令
和

七
年
三
月
三

十
一
日



給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

坂

田

千

代

子

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
規
則
六
―
一
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
の
項

中
「
副
所
長
」
の
下
に
「
及
び
次
長
」
を
加
え
る
。

（5）

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。



管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
四
月
二
十
五
日

徳
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長

坂

田

千

代

子

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
規
則
一
一
―
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
議
会
事
務
局
の
項
中
「
次
長
」
を
「
副
局
長
」
に
、
「
担
当
室
長
」
を
「
担
当
課
長
」
に
改

め
、
同
表
知
事
部
局
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

知
事
部
局

政
策
監
補

部
長

担
当
部
長

局
長

会
計
管
理
者

理
事

副
理
事

医
務
技
監

副
部
長

統
括
監

危
機
管
理
監

次
長

副
局
長

局
次
長

参
事

所
長

課
長

室
長

本
部
長

企
画
幹

海
外
戦
略
調
整
幹

工
事
検
査
幹

担
当
課
長

航
空
安
全
・
防
災
調
整
幹

主
幹

副
工
事
検

査
幹
（
課
長
が
指
定
す
る
副
工
事
検
査
幹
に
限
る
。
）

副
室
長

副
課
長

副
本
部
長

法
制
監
察
課
課
長
補
佐
（
課
長
が
指
定
す
る
監
察
・
公
益
認

定
担
当
の
課
長
補
佐
及
び
条
例
等
の
審
査
業
務
に
従
事
す
る
課
長
補
佐
に
限

る
。
）

人
事
課
課
長
補
佐

財
政
課
課
長
補
佐

管
財
課
課
長
補
佐
（
課

長
が
指
定
す
る
庁
舎
管
理
担
当
の
課
長
補
佐
に
限
る
。
）

法
制
監
察
課
係

長
（
条
例
等
の
審
査
業
務
に
従
事
す
る
係
長
に
限
る
。
）

人
事
課
係
長
及

び
財
政
課
係
長
（
課
長
が
指
定
す
る
係
長
に
限
る
。
）

管
財
課
係
長
（
課

長
が
指
定
す
る
庁
舎
管
理
担
当
の
係
長
に
限
る
。
）

主
任
、
主
任
主
事
及

び
主
事
（
知
事
戦
略
局
に
勤
務
す
る
者
で
秘
書
室
長
が
指
定
す
る
も
の
、
法

制
監
察
課
に
勤
務
す
る
者
で
監
察
・
公
益
認
定
担
当
の
事
務
を
行
う
も
の
及

び
人
事
課
に
勤
務
す
る
者
で
人
事
、
給
与
、
服
務
又
は
職
員
団
体
に
関
す
る

事
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
一
教
育
委
員
会
事
務
局
の
項
中
「
室
長

政
策
調
査
幹
」
を
「
室
長
」
に
、
「
競
技
力
向
上
推

進
幹

主
幹
」
を
「
主
幹
」
に
、
「
、
主
任
専
門
員
、
係
長
及
び
専
門
員
」
を
「
及
び
係
長
」
に
改
め
る

。
別
表
第
三
中
食
肉
衛
生
検
査
所
の
項
及
び
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
鳥
居
龍
蔵
記
念
博

物
館
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

食
肉
衛
生
検
査
所

所
長

次
長

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長

次
長

別
表
第
三
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
課
長

推
進
幹
」
を
「
課
長
（
農
業
大
学
校

課
長
を
除
く
。
）

担
当
課
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


